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指 導：木原 明 氏（日刀保たたら村下、
国選定保存技術保持者）

村下養成員のみなさん

「製鉄伝播の点と線
∼製鉄の起源とアジア
・日本への展開∼」

令和4年10月7日（金）
15：00～16：30
和鋼博物館映像ホール

愛媛大学アジア古代産業考古学研究センター
センター長・教授

◎日 程
10月 6日（木）【8:45-16:45】下灰仕上げ、小炭割り、釜土作り
10月 7日（金）【8:45-16:45】釜土作り、築炉

10月 8日（土）【6:30-16:45】砂鉄,木炭装入、鞴踏み、鉧出し
◎開催場所 和鋼博物館前広場

見学・体験出来ます・・詳細は裏面に記載

【お願い】

・新型コロナウィルス感染症拡大状況によっては減員、または中止になることがございます。

・当日、発熱など病状がある、体調不良の方は参加をご遠慮ください。

[ お問合せ］ 開館時間 9：00～17：00（最終入館16：30） 休館日 水曜日
住所 〒692-0011 島根県安来市安来町 1058
TEL 0854-23-2500 FAX 0854-23-0880

ホームページ
和鋼博物館

10月6日(木)～8日(土)
令和４年

主 催 ：安来市・安来市教育員会、和鋼博物館
協 賛 ：日立金属㈱安来工場、㈱日立金属安来製作所

和鋼博物館友の会・鉄の道文化圏推進協議会

（作業状況により、時間が変更になる場合があります）

「日本刀 収蔵品展」
令和4年
10月1日（土）～16（日）
和鋼博物館 第2展示室

入館料一般310円
高校生210円
小・中学生は無料

【特別講演】

村上恭通氏

【企画展示】

収蔵品
（刀・太刀）

関連イベント

17

【特別講演】



第17回古代たたら復元操業
一般参加者の募集について

合わせて、下記内容の講演会、企画展も行います。

古代たたらの復元操業に参加してみませんか。粘土でブロックを作り築炉、
炭を割り、炉に風を送るために交代で鞴を踏んだりの体験です。

同時開催

日 時間 主な作業内容 人数

10/6(木) 8:45~16:45 会場設営、下灰仕上げ、小炭割り、
釜土ブロック作り

10/7(金) 8:45~16:45 築炉、乾燥、
釜土ブロック作り

１５名

10/8(土) 6:30~16:45 操業(砂鉄・木炭挿入)、鞴踏み、
鉧出し

10/7

10/1
~10/16

【企画展示】「日本刀 収蔵品展」
10月1日（土）～16日（日）

場 所 和鋼博物館 第2展示室
入館料 一般310円 高校生210円 小・中学生無料

合わせて常設展もご覧になれます

【特別講演】「製鉄伝播の点と線 ∼製鉄の起源と
アジア･日本への展開∼」

10月7日(金)
時 間 15:00～16:30
場 所 和鋼博物館 映像ホール
講 師 村上恭通 氏
（愛媛大学アジア古代産業考古学研究センター長・教授）

人 数 100名
参加料 無料

申込み 予約制・10月6日（木）
〆切（定員になり次第締め切ります）

①日 程

②開催場所 和鋼博物館前広場

③見 学 作業時間内、ご自由にご見学下さい。

④体験（3日間） (1日単位での参加も可です）

・申し込みが必要です。

和鋼博物館 電話0854-23-2500 FAX0854-23-0800

メール wakou@tx.miracle.ne.jp
・参加は無料ですが、旅費・宿泊・食事は各自手配して下さい。

・定員15名（定員になり次第締め切ります）

・持物等…汚れても良い服装、帽子、タオル、着替え


